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都市再生整備計画　事後評価シート

十勝川温泉地区

平成30年2月

北海道　音更町



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 170ha

交付期間 0.299

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり ●

なし

あり ●

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

平成25年度〜29年度 平成29年9月〜平成30年3月事後評価実施時期

北海道 市町村名 音更町

平成25年度〜29年度

なし

496.6 　百万円

十勝川温泉地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

農の広場

中心多目的広場　歩行湯・市場、長距離バス待合所

数　　値

177

目標値 フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

今後の対応方針等

モニタリング 実施なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載�なかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

実施なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載�なかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載�なかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

実施なし

交付期間
の変更

地域創造支援事業（廃墟ホテル解体、中心多目的広場、オープニングイベント）、事業活用調査（健康増進プログラム策定、検証、事業の効果分析）、まちづくり活動推進事業（中心多目的広場活用企画／検証）

新たに追加し
た事業

なし

中心多目的広場　水着着用温浴施設

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

足湯／歩行湯から水着着用による公共的温浴施設へ変更とした
ため

なし

なし

なし

 ５）実施過程の評価

・十勝川温泉地区の民間事業者の増加（飲食店、雑貨屋、チーズ工房、事業所内保育所）が新たに出店している。賑わい創出により事業者の地域の注目度が高まっているといえる
・十勝川温泉地域での公共事業の活発化　近隣3町（音更町・池田町・幕別町）が中心となって取り組むかわまちづくりや、音更町による十勝が丘公園再整備基本構想、音更町と池田町の両観光協会と十勝川温泉旅館組合による観光連携、サイクルツーリズ
ムへの参入など多様な事業が始まり、官民双方から積極的な取組が進められている
・ガーデンスパと各ホテルの連携チケットの取り扱いや、ホテル宿泊客をターゲットにしたイベントの実施などホテルと中心多目的広場との積極的な連携が図られ、この事業を契機として地域一帯となった取組が効果を上げている。
・アンケート結果より、十勝川温泉宿泊のリピーターが相当数いることも把握できており、今後も継続的にアンケート等により地域の変化を評価する指標として期待できる。

その他の
数値指標３

H31年3月
観光拠点として整備したため、効果発現
の検証に適切である

ガーデンスパ入場客数 千人／年 なし なし ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

従前値

指　標

指標２

観光客の満足度

指標４

指標３

宿泊客数 千人／年

指標1

307.4

H29 -

H31年3月頃

△

500

緑地や道路、サインなどの総合的な事業
実施が効果を発揮している

今後イベント実施による利用促進、及びパ
ンフレット作成により一般利用の周知を図
る
台風被害により一時宿泊客数が減少した
が現在回復傾向であり、近い将来に目標
達成が期待できる

H31年3月頃

◯50

なし

1年以内の
達成見込み

-

318291 H24

H24 320.0 H29

H29

足湯／歩行湯から水着着用による公共的温浴施設へ変更とした
ため

目標
達成度

△

数　　値

変更なし

効果発現要因
（総合所見）

-

フォローアップ
予定時期

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

フットパスイベントの参加
者数

人

当初計画
から

削除した
事業

道路、公園、地域生活基盤施設（緑地、広場、情報板）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

なし

実施内容 実施状況

% 34 H25

302.2

55

 １）事業の実施状況

事業計画変更のため

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名



様式２－２　地区の概要

単位：　人 291 H24 500 H29 318 H29

単位：　千人／年 307.4 H24 320 H29 302.2 H29

単位： % 34 H25 50 H29 55 H29

単位： H H H

単位： H H H

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・基本的なハード整備�完了したので、今後�ハードを十分に活用するソフトの充実が必要であり、民間の支援を引き続き行う
・フットパスルート�早急にルートの安全性を確保した上でマップの作成、スタンプラリー形式のプログラムによりイベントにかぎらず一般利用を含めた利用を促す。
・フットパスの活用へ向け関係する事業者などに働きかけイベントやプログラムの実施を通して積極的な利用を促す
・ガーデンスパの利用促進として当初よりターゲットの一つである外国人旅行者へのPRを強化する
・利用者の傾向や意向の変化を把握するため継続的なアンケートの実施、その結果をまちづくりの取組に反映するよう関係者と共有する。

まちの課題の変化

・温泉街中心部に観光拠点を整備することで温泉街全体のイメージアップができた。アンケート結果から、緑の風景や町並みについて�満足度がかなり高まったことが把握できる。
・アンケートより、宿泊客が町中で食事をする傾向が高まっている。ガーデンスパ十勝川温泉と各ホテルの積極的な連携によりホテルの宿泊客が地域を散策して過ごすことが増えており、滞在客の過ごし方に変化を促したといえる。
・ガーデンスパ十勝川温泉�温泉街中心部の核施設として位置づけており、散策やサイクリングなどの休憩拠点として活用されていることから、楽しめるまちへと変化を促しているといえる。
・イベントの積極的な実施により地域住民と観光客の交流の場を生み出している。

目標値 評価値

十勝川温泉地区（北海道音更町）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

宿泊客数

フットパスイベントの参加者数

観光客の満足度

大目標　観光資源を活かした賑わいと活力のある十勝川温泉市街地の都市環境を官民一体で形成する
目標1　歩いて楽しめる回遊性の高い温泉街の形成を図る
目標2 地域住民と観光客の交流を促進し、賑わいのある観光拠点の創出
目標3　観光客や地域住民など誰もが繰り返し訪れたくなる魅力ある緑と調和した温泉街づくりを図る

拡

大

■基幹事業（地域生活基盤施設）

歩行者系サイン、フットパスサイ

ン （全域対象）

□提案事業（事業活用調査）
健康増進プログラム策定・検証

□提案事業（事業活用調査）

事業の効果分析

□提案事業（地域創造支援事業）

オープニングイベント事業

□提案事業（まちづくり活動推進事業）
中心多目的広場活用企画・検証

■基幹事業（地域生

活基盤施設）

ウェルカム広場

■基幹事業（地域生活

基盤施設）三角公園

■基幹事業（道

路）

温泉東旭迂回道

路

■基幹事業（地域生

活基盤施設）

スクエア広場

■基幹事業（地域生

活基盤施設）情報板

■基幹事業（地域生

活基盤施設）
中心多目的広場

□提案事業（地域創造

支援事業）
中心多目的広場

□提案事業（地域創造

支援事業）
廃虚ホテル解体撤去

■基幹事業（道
路）
温泉南１線道路

■基幹事業（地域生

活基盤施設）

エントランス緑地

■基幹事業（道路）

温泉市街第２号道路

■基幹事業（地域生活基

盤施設）情報板

中心多目的広場（ガーデンスパ十勝川温泉） 中心多目的広場でのイベント

情報板（交通系誘導サイン） 情報板（歩行者系案内・フットパス）


